魅力ある大学院教育　イニシアティブ　

「先端科学技術の芽を生み出す女性研究者育成」　

（博士前期課程・キャリア形成科目）
女 性 先 端 科学者 セ ミ ナ ー

講演テーマ

「大気微量成分を観測する」

講　　師　香川　晶子　博士

    　　　　（ 情報通信研究機構）

日　　時　12月21日（木）16：30〜17：30

場　　所　Ｇ302

対  象 者　博士前期課程（情報科学専攻、物理学専攻、数学専攻）の大学院生（選択必修）
　　　　　※大学院生以外の方の聴講も歓迎します！
講演概要

地球環境問題において、大気組成変動の観測は重要である。
1980年代から、オゾン層破壊が注目されてきた成層圏では、近年、地球規模で長期観測が行われた大気組成データからフロン規制に伴うオゾン層「回復」を検出する研究が注目されている。最近では、正確な回復の検出にはなお注意深い研究が必要とされており、以前に比べ成層圏大気観測の必要性が増している。一方、対流圏においても地球温暖化メカニズムの解明のため、世界で地球規模の二酸化炭素等の観測が行われようとしている。
本講義では、このような複雑な大気環境のもと、現在に大気微量成分を観測する意義について述べ、我々が1999年から行っている、アラスカ上空の大気微量成分の観測について紹介する。この中で、実際に観測される太陽光吸収スペクトルから存在量を導出する手法（リトリーバル）について述べ、導出した微量成分の高度分布やその誤差、季節変動の特徴について紹介する
◆問い合わせ　理学部情報科学科　林田（内線3440）
sachiko＠ics.nara-wu.ac.jp

